
「
働
き
方
改
革
」
一
括
法
が
国
会
で
採
決
強
行
さ
れ
、
可

決
・
成
立
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
過
労
死
遺
族
や
労
働
者
が

こ
ぞ
っ
て
反
対
し
、
野
党
の
論
戦
で
法
案
の
前
提
も
論
拠
も

総
崩
れ
す
る
な
ど
徹
底
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
数
だ
け
を
頼

み
に
か
ろ
う
じ
て
押
し
通
し
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
制
度
」
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
）
に
全
労
連
、
連
合
な
ど
す
べ
て
の
労
働
組
合
、
過
労
死

遺
族
、
市
民
が
反
対
し
、
野
党
が
結
束
し
て
追
及
し
ま
し
た
。

法
律
は
成
立
し
た
と
は
い
え
、
野
党
の
追
及
で
ボ
ロ
ボ
ロ

で
す
。
労
働
時
間
デ
ー
タ
も
労
働
者
の
ニ
ー
ズ
も
虚
偽
と
捏

造
（
ね
つ
ぞ
う
）
が
発
覚
し
て
立
法
事
実
は
崩
壊
し
ま
し
た
。

高
プ
ロ
は
長
時
間
労
働
に
歯
止
め
が
な
く
、
対
象
業
務
は
省

令
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
年
収
要
件
も
「
高
収
入
」
と
は
名

ば
か
り
な
ど
、
致
命
的
な
欠
陥
と
抜
け
穴
だ
ら
け
の
法
律
で

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
法
律
を
実
施

し
て
も
、
深
刻
な
矛
盾
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

法
律
は
成
立
し
ま
し
た
が
、
論
戦
と
労
働
者
の
た
た
か
い

に
押
さ
れ
て
、
47
項
目
も
の
前
代
未
聞
の
付
帯
決
議
を
つ
け

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
残
業
時
間
の
上
限
規
制

働
き
す
ぎ
に
よ
る
過
労
死
等
の
防
止
を
す
る
た
め
に
、
月

45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
、
労
使
で
そ
の
原
則

水
準
内
に
収
め
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
年
間
７
２
０
時
間

ま
で
の
延
長
は
特
例
的
な
対
応
と
し
、
恒
常
的
な
長
時
間
労

働
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
例
を
認
め
な

い
。
ま
た
、
休
日
労
働
は
、
最
小
限
に
抑
制
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

・
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

適
用
労
働
者
は
、
高
度
な
専
門
職
で
あ
り
、
使
用
者
に

対
し
て
強
い
交
渉
力
を
持
つ
も
の
を
適
用
範
囲
と
す
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
適
用
職
種
に
つ
い
て
は
、
要
件
に
合
致
し
た

業
務
が
決
議
さ
れ
る
よ
う
に
、
周
知
徹
底
を
図
る
。
ま
た
、

自
由
な
働
き
方
の
裁
量
を
奪
う
よ
う
な
成
果
や
業
務
量
の
要

求
や
納
期
・
期
限
設
定
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

・
同
一
労
働
同
一
賃
金

非
正
規
労
働
者
の
処
遇
と
正
規
労
働
者
の
処
遇
の
改
善
を

非
正
規
労
働
者
の
待
遇
改
善
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
る
べ
き
。

待
遇
の
引
き
下
げ
に
よ
っ
て
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
、
法
律
や

法
理
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
。

・
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

次
回
見
直
し
時
に
、
義
務
化
を
実
現
す
る
こ
と
も
目
指
す
。

真
に
生
活
と
仕
事
の
両
立
が
可
能
な
休
息
時
間
が
設
定
さ
れ

る
よ
う
、
労
使
の
取
組
み
を
支
援
す
る
こ
と
。

省
令
や
指
針
に
盛
り
込
ま
せ
れ
ば
、
改
悪
法
の
実
施
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
に
活
用
で
き
る
も
の
で
す
。
労
働
政
策
審

議
会
で
こ
れ
か
ら
90
を
超
え
る
政
省
令
や
指
針
な
ど
を
つ
く

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
健
康
を
確
保
す
る
な
ど
と
し
た
政

府
答
弁
を
守
ら
せ
、
乱
用
防
止
と
厳
格
な
運
用
を
明
記
さ
せ

る
た
た
か
い
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
０
１
９
年
４
月
の
施
行
に
向
け
、

「
働
き
方
改
革
」
に
反
対
す
る
多
く
の

労
働
団
体
や
、
過

労
死
を
考
え
る
家

族
の
会
な
ど
市
民

運
動
や
法
案
に
反

対
し
た
野
党
と
も

連
携
し
、
「
働
き

方
改
革
関
連
法
」

の
廃
止
・
８
時
間

働
け
ば
暮
ら
せ
る

社
会
の
実
現
を
目

指
し
、
職
場
か
ら

も
声
を
あ
げ
大
き

な
力
に
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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日立関連労働者懇談会

〒142-0043 東京都品川区二葉2-20-8
染野ビル２Ｆ

（電機労働者懇談会気付）
TEL(03)-6421-5323 FAX(03)-6421-5324

日 立 懇 ★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6355-2905 ( 森 )

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://www.hitachikon.org

★仕事、生活の相談もお寄せください。
Eﾒｰﾙ:info@hitachikon.org

または、下記の「もよりの連絡先」へ

働きがいのある人間らしい仕事を

野
党
が
結
束
し
た
追
及
で

ボ
ロ
ボ
ロ

職
場
の
実
態

・
日
立
製
作
所
の
社
員
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
グ

ル
ー
プ
会
社
の
社
員
な
の
で
、
給
与
が
低
い
。

・
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
が
ト
ラ
イ
ア
ル
適
用
さ
れ

て
も
長
時
間
残
業
が
続
い
て
い
る
。

・
残
業
時
間
を
減
ら
す
よ
う
に
指
導
は
あ
る
が
、
人
員
が

少
な
く
、
急
い
で
仕
事
を
終
わ
ら
す
、
ミ
ス
が
生
じ
る
、

な
ど
弊
害
が
生
じ
て
い
る
。

・
長
時
間
残
業
の
申
請
が
出
来
な
い
社
員
が
い
る
。

・
特
定
の
人
に
業
務
が
集
中
す
る
。

・
派
遣
社
員
や
、
正
社
員
、
期
間
社
員
等
の
待
遇
の
差
異

で
、
職
場
の
人
間
関
係
が
よ
く
な
い
。

８
時
間
働
け
ば

暮
ら
せ
る
社
会
を

付
帯
決
議
が
47
項
目
も

「働き方改悪法」を職場に導入させない



日立関連職場の組合員と労働者有志による日立労

組本部要請を６月８日に行ない、５職場から５名が

参加しました。

要請内容の要約は以下の通りです。

①「リストラ経営の日立から、職場で働くすべての

労働者の雇用確保と賃金・労働条件の改善による健

全な企業経営への転換をめざす」という方針を掲げ

てほしい。

②格差是正のために、本給レンジの見直しや年齢別

最低賃金の大幅アップなど、賃金制度の見直しに取

り組むべき。

③「働き方改革」は、職場の要求、声を基に改善し

ていくのが組合の役割。役割を果たしてほしい。

④一番大変な働き方を強いられている裁量勤務者

（技師、技師前クラス）をインターバル制度の対象

にすることが必要。

⑤情報通信のＨＩＴＭの状況について、売却された

後の対応について。

⑥グループ会社の４割削減は労働者のリストラに繋

がる。労組としてやめさせてほしい。

⑦「構造改革」によるリストラ、人員削減と一体で

パワハラ、いじめが行われている。その結果、メン

タル疾患、休職、退職と追い込まれるケースが多い。

職場の実態をよく見て対処していただきたい。

６
月
20
日
に
、
日
立
製
作
所
の
株

主
総
会
が
行
わ
れ
、
日
立
懇
は
、
株

主
総
会
へ
の
出
席
と
、
東
京
電
機
懇
、

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
協
力
を
得

て
、
会
場
の
東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル
の
前
で
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

宣
伝
行
動
に
は
、
日
立
懇
、
東
京
電

機
懇
、
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
か
ら

13
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

朝
９
時
か
ら
各
団
体
の
３
本
の
ノ

ボ
リ
と
神
奈
川
日
立
リ
ス
ト
ラ
対
策

会
議
の
横
断
幕
を
掲
げ
、
株
主
総
会

に
参
加
す
る
株
主
に
対
し
て
日
立
懇

全
社
ビ
ラ
６
・
７
月
号
（
第
２
２
７

号
）
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
米

田
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
委
員
長
が

携
帯
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
使
っ
て
、
訴

え
を
行
い
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
傘
を
さ
し
な
が
ら

２
３
０
枚
の
ビ
ラ
を
配
布
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

株
主
総
会
は
10
時
か
ら
11
時
25
分

で
開
催
さ
れ
、
来
場
株
主
数
は
７
８

７
名
名
（
昨
年
１
，
０
４
２
名
）
、

質
問
株
主
者
は
10
名
で
し
た
。
今
回

は
質
問
希
望
者
が
少
な
い
こ
と
も
あ

り
、
会
員
株
主
２
名
含
む
10
名
全
員

が
質
問
で
き
ま
し
た
（
昨
年
は
11
名

で
打
ち
切
り
）
。

事
前
に
質
問
状

を
日
立
本
社
に
届
け
た
が
回
答
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
会
員
株
主
は
、

株
主
総
会
の
運
営
改
善
、
役
員
報
酬
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
通
報
制
度
運
用
、

３
６
協
定
を
過
労
死
ラ
イ
ン
以
下
に
、

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

や
め
て
ほ
し
い
休
日
出
勤

都
心
部
で
開
催
さ
れ
る
催
し
物
（
ラ
イ
ブ
、

音
楽
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
は
、
土
日
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
が
、
休
日
出
勤
で
こ
と
ご
と
く

行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
実
質
日
曜

日
の
み
の
休
日
で
は
、
遠
出
は
厳
し
く
、
同
僚

に
出
勤
を
代
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
と
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
た
め
、
歯
が
ゆ
い
思
い
を
し

て
い
る
。

（
日
立
金
属
）

構
内
バ
ス
の
増
便
を
求
む

猛
暑
の
今
年
は
、
場
内
に
入
っ
て
か
ら
建
屋

近
く
ま
で
構
内
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
の
で
乗
り

た
い
な
と
思
う
の
で
す
が
、
雨
の
日
と
同
じ
く

ら
い
長
蛇
の
列
が
・
・
・
。

梅
雨
の
時
期
や
夏
場
は
、
構
内
バ
ス
の
増
便

は
出
来
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
水
戸
事
業
所
）

業
務
配
分
の
見
直
し
を
求
め
る

設
計
の
職
場
で
は
、
仕
事
が
多
す
ぎ
て
現
場

が
対
応
で
き
な
い
、
と
い
う
状
況
が
増
え
て
き

て
い
る
が
、
な
か
な
か
前
広
な
手
配
が
浸
透
し

な
い
。
設
計
業
務
自
体
も
、
残
業
、
工
程
管
理

が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
最
近
上
長
が
、

深
夜
残
業
を
控
え
て
休
日
出
勤
す
る
よ
う
に
、

と
言
い
始
め
た
。
業
務
量
見
積
も
り
の
見
直
し

が
必
要
だ
。

（
日
立
事
業
所
）

日
立
労
組
に
改
善
を
求
め
た
い

８
月
２
日
に
日
立
労
組
ソ

フ
ト
支
部
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
、
代
議
員
と
し
て
出
席

し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
日
立
労
組
本

部
か
ら
半
沢
書
記
長
が
挨
拶
し
、
「
持
続
的
成

長
と
安
心
・
安
全
社
会
の
構
築
す
る
た
め
に
変

化
・
進
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
企
業
再
編
・

構
造
改
革
も
持
続
可
能
な
進
化
で
あ
り
、
働
き

方
改
革
も
そ
の
変
化
で
あ
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

提
案
及
び
審
議
で
は
、
18
春
闘
結
果
で
賃
上

げ
と
な
ら
な
か
っ
た
Ｋ
４
・
Ｋ
５
評
価
者
へ
の

対
応
確
認
や
65
歳
定
年
延
長
な
ど
の
質
問
・
要

求
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
組
合
員
４
名

が
発
言
し
、
年
休
取
得
や
時
間
外
労
働
、
年
金

制
度
、
雇
用
延
長
な
ど
に
関
す
る
要
求
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

（
日
立

横
浜
）

処
遇
格
差
の
是
正
を
求
め
た
い

自
分
の
処
遇
は
、
順
調
に
昇
進
し
て
い
る
か

ら
い
い
の
だ
が
、
そ
の
反
面
、
処
遇
が
悪
く
な
っ

て
い
る
人
も
い
る
と
思
う
と
心

苦
し
い
。
公
平
に
処
遇
を
改
善

し
て
ほ
し
い
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
）

日立グループ会社の社員で、親会社へ出向と

いう立場で働いています。今の職場では、私に

仕事が任せられるような立場になり、内容は設

備保全や開発試験など多岐にわたっています。日立製

作所社員になりたいという思いはありますが、既に日

立グループ会社の社員であること、給与レートに乖離

がありすぎること、管理職や技師級の能力がないと今

の職場では受け入れられないということ等

を理由に日立社員への転属は難しいと上司に言われま

す。今の職場が好きでずっと働きたいと思い勉強に精

進したり資格取ったりしていたのに。この事実を思い

起こすたびに暗くなります。この先、家庭をもって今

の給料では生活がきっと苦しい。真面目に考えるほど

止めどなく転職を考えてしまいます。

投
稿
歓
迎

2018年日立労組本部要請

リストラを止めさせ
職場を守る取組みを

2018年株主総会行動

人とものづくりを
大切にする経営を

『出向ではなく日立製作所の社員に』


